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こ
の
間
ケ
ル
ン
で
発
刊
さ
れ
た
ペ
ス
ト
害
が
若
干
あ
り
、
そ
れ
ら
を
紹

介
し
た
。

中
世
の
ケ
ル
ン
の
街
は
他
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
諸
都
市
と
同
様
、
大
変

不
潔
で
あ
っ
た
。
そ
の
最
大
原
因
は
豚
で
あ
っ
て
、
豚
対
策
に
当
局
は

頭
を
痛
め
た
。
さ
ら
に
ペ
ス
ト
対
策
と
し
て
当
局
は
市
民
衛
生
、
検
問
、

ペ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
を
と
り
あ
げ
た
の
で
、
そ
れ
ら
を
紹
介
し
た
い
。

一
六
六
八
年
十
二
月
二
十
七
日
に
漸
く
ケ
ル
ン
は
公
式
に
ペ
ス
ト
終

息
宣
言
を
し
た
の
で
あ
る
。

（
平
成
十
一
年
九
月
）

１
、
は
じ
め
に

今
日
は
日
本
医
史
学
会
に
お
招
き
を
頂
き
、
講
演
を
さ
せ
て
頂
く
こ

と
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
長
の
杉
田
先
生
か

ら
、
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
時
、
歴
史
の
知
識
の
乏
し
い
私
に
は
と
て

も
無
理
で
す
と
申
し
上
げ
た
の
で
す
が
、
杉
田
先
生
の
お
言
葉
に
背
く

わ
け
に
も
い
か
ず
、
お
引
き
受
け
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
杉
田
先
生
か
ら
は
立
派
な
、
ご
本
を
お
貸
し
下
さ
れ
、
そ

（
１
）

れ
が
、
こ
の
富
士
川
瀞
著
「
日
本
医
学
史
」
で
す
。
こ
の
他
に
文
献
と

（
２
）
（
４
）

し
ま
し
て
は
、
夫
の
父
（
矢
数
道
明
）
の
所
蔵
す
る
本
と
、
私
の
家
に
あ

（
３
）
（
５
）
（
６
）

っ
た
本
な
ど
を
参
考
に
し
ま
し
て
、
に
わ
か
勉
強
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と

女
性
の
病
の
社
会
史

野
末
悦
子

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
ど
う
も
、
ど
の
本
を
読
ん
で
も
、
出
典
は
ほ
と
ん
ど
同

じ
も
の
ら
し
く
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
太
古
よ
り
、
朝
廷
や
大
臣
の
よ
う
な
高
貴
な
方
々

の
歴
史
は
残
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
当
時
の
庶
民
が
ど
ん
な
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
と
い
う
の
は
、
大
分
後
世
に
な
ら
な
い
と
わ
か
ら
な
い
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
で
も
、
せ
っ
か
く
の
機
会
を
頂
き
、
滅

多
に
読
む
こ
と
の
な
い
本
を
読
む
と
い
う
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
い

た
の
で
す
か
ら
、
少
し
、
こ
れ
ら
の
本
に
書
か
れ
て
あ
っ
た
こ
と
を
中

心
に
お
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

２
、
神
代

文
字
の
な
か
っ
た
時
代
の
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
記
録
が
な

い
の
で
、
不
明
と
な
っ
て
い
る
の
は
止
む
を
得
な
い
の
で
す
が
、
『
古
事

記
」
や
『
日
本
書
紀
」
に
よ
れ
ば
、
イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
の
命
の
ま

ぐ
わ
い
か
ら
日
本
の
国
が
誕
生
し
、
こ
れ
は
生
殖
を
意
味
す
る
の
で
、

最
古
の
医
療
は
産
婦
人
科
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
コ
ノ

ハ
ナ
サ
ク
ャ
姫
が
諸
々
の
神
を
作
ら
れ
た
後
、
最
後
に
火
の
神
を
生
ん

で
火
に
焼
か
れ
て
死
ん
だ
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
産
褥
熱
で
は
な
か
っ
た

か
と
い
う
説
も
あ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
こ
の
お
産
の
時
に
は
産
室
を

作
っ
た
と
さ
れ
、
最
後
の
彦
火
々
出
見
命
（
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
）

が
後
に
皇
位
を
継
承
し
て
い
る
の
で
、
後
に
誕
生
し
た
も
の
を
長
と
す

る
と
い
う
考
え
方
（
双
生
児
の
場
合
）
と
通
ず
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

説
も
あ
る
と
の
こ
と
、
ま
た
、
豊
玉
姫
の
産
室
を
海
浜
に
作
っ
た
故
事

に
な
ら
っ
て
い
る
地
方
も
あ
り
、
産
室
で
産
後
の
褥
婦
を
暖
め
る
た
め
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に
火
を
た
く
風
習
も
琉
球
や
徳
之
島
に
残
っ
て
い
る
由
。

腰
帯
切
断
に
は
竹
刀
を
用
い
た
。
こ
れ
は
今
も
宮
中
や
宮
家
に
儀
式

と
し
て
残
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
豊
玉
姫
の
時
代
に
、
す
で
に
乳
母
の

風
習
が
あ
り
、
乳
母
（
チ
オ
モ
）
湯
母
（
ユ
オ
モ
）
飯
噛
（
イ
イ
カ
ミ
）
湯

坐
（
ユ
エ
ヒ
ト
）
が
い
た
そ
う
で
す
。

３
、
奈
良
朝
前
（
Ｂ
Ｃ
九
七
～
Ａ
Ｄ
七
一
○
）

七
○
一
年
文
武
天
皇
の
時
代
、
大
宝
律
令
の
医
疾
令
第
十
六
条
で
女

医
養
成
が
記
さ
れ
、
こ
れ
で
、
産
婆
、
看
護
婦
を
養
成
し
た
ら
し
い
が
、

後
に
こ
れ
は
廃
止
さ
れ
た
模
様
。
お
産
と
白
粉
の
製
法
を
行
っ
た
。
神

功
皇
后
の
鎮
懐
石
が
後
の
岩
田
帯
の
始
ま
り
と
す
る
説
も
あ
っ
た
。

お
産
の
姿
勢
に
は
坐
産
と
臥
産
が
あ
る
が
、
豊
玉
姫
は
臥
産
、
景
行

天
皇
の
皇
后
と
神
功
皇
后
は
坐
産
の
よ
う
だ
。
臼
に
よ
り
か
か
っ
て
お

産
を
し
た
、
樹
木
に
手
を
か
け
て
お
産
を
し
た
と
あ
る
。
ア
イ
ヌ
に
臼

に
よ
り
か
か
っ
て
お
産
を
す
る
風
習
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
こ

ろ
、
多
産
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
。
賜
り
も
の
と
し
て
、
綿
、
布
、
稲
、

乳
母
な
ど
の
記
録
が
天
武
天
皇
の
六
七
三
年
に
あ
る
。

ト
、
占
が
盛
ん
で
、
お
産
の
際
に
産
綱
に
干
物
の
鮎
を
つ
け
た
。
こ

れ
も
玉
島
村
に
残
る
風
習
。
祇
園
祭
り
の
出
山
の
く
じ
番
で
出
産
の
難

易
を
占
う
こ
と
も
こ
の
頃
の
名
残
と
か
。

４
、
奈
良
朝
（
七
一
○
～
七
八
四
）

七
二
二
年
に
女
医
博
士
が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
は
不
明
。
仏
教
伝
来
以
降
、
女
人
の
一
切
を
罪
悪
視
す
る
よ
う
に
な

っ
て
、
婦
人
の
出
産
、
月
の
も
の
を
不
浄
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
別

室
に
す
る
、
神
仏
参
拝
は
だ
め
で
、
ま
た
竜
や
井
戸
に
近
寄
ら
せ
な
い
。

こ
れ
は
江
戸
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
あ
る
が
、
昭
和
の
時
代
に
も
あ

っ
た
。５

、
平
安
朝
（
七
八
四
～
二
八
六
）

仏
教
の
支
配
し
た
時
代
で
、
加
持
・
祈
祷
・
僧
医
。
最
古
の
医
書
「
医

心
方
」
三
十
巻
が
九
八
四
年
に
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
唐
の

『
産
経
」
『
千
金
方
」
よ
り
の
摘
録
で
あ
る
。
妊
娠
中
の
過
ご
し
方
の
中

で
、
六
ヶ
月
に
は
野
外
に
出
て
、
走
犬
や
走
馬
を
見
た
り
、
烏
や
獣
の

肉
を
食
す
べ
し
と
肉
食
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
、
塩
分
の
取
り
す
ぎ

は
い
ま
し
め
て
お
り
、
妊
娠
中
毒
症
の
予
防
と
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

産
所
の
建
設
と
そ
の
向
き
に
つ
い
て
の
記
載
も
あ
る
。
安
産
の
ま
じ
な

い
に
「
夫
外
よ
り
水
を
口
に
含
ん
で
婦
の
口
中
に
口
移
し
す
る
こ
と
二

七
度
に
及
べ
ば
た
ち
ど
こ
ろ
に
児
生
ま
る
」
と
あ
り
、
ラ
マ
ー
ズ
の
よ

う
だ
。胎

盤
を
埋
め
る
吉
日
吉
方
を
陰
陽
師
に
聞
く
。
膳
帯
の
切
断
は
銅
刀

を
用
い
、
長
く
（
六
七
寸
～
五
六
寸
）
沐
浴
は
当
日
は
清
拭
の
み
、
二
日

三
日
に
行
っ
た
。
子
供
が
弱
い
時
に
は
謄
帯
切
断
を
行
わ
ず
、
浴
湯
に

入
れ
、
後
に
切
断
、
薬
液
湯
を
用
い
た
。

腹
帯
。
昔
は
衣
の
外
、
今
は
内
、
（
一
二
六
四
）
時
期
は
五
ヶ
月
、
そ

の
後
鎌
倉
で
は
六
～
七
月
。

産
所
。
陰
陽
師
に
よ
り
選
定
、
里
方
ま
た
は
別
の
家
。
一
村
共
同
の

産
屋
（
福
井
、
香
川
）
母
子
保
健
セ
ン
タ
ー
の
は
し
り
。

分
娩
を
介
助
す
る
助
産
婦
の
始
祖
は
、
一
○
七
七
年
皇
后
の
出
産
の

記
録
に
よ
れ
ば
、
腰
抱
（
側
仕
え
の
老
女
ま
た
は
格
式
の
あ
る
経
験
豊
か
な

女
房
）
。
支
那
か
ら
の
伝
来
語
。
後
に
江
戸
時
代
に
は
取
上
翁
が
出
現
し
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職
業
化
。
腰
抱
↓
取
上
婆
↓
産
婆
。

膀
帯
切
断
は
、
継
ぐ
と
さ
れ
、
小
刀
、
咬
断
、
焼
断
。

沐
浴
は
翌
日
ま
た
は
翌
々
日
に
初
湯
の
儀
。

血
忌
触
微
は
上
古
に
は
な
し
、
奈
良
、
平
安
朝
で
仏
教
の
力
が
強
く

な
る
に
つ
れ
て
月
経
中
や
妊
娠
中
の
女
性
は
別
扱
い
、
家
族
と
火
を
分

か
つ
。６

、
鎌
倉
時
代
（
’
一
八
六
～
一
三
三
四
）

医
学
書
で
は
一
三
○
三
年
に
『
頓
医
抄
」
、
二
一
二
五
年
に
『
覆
載
万

安
方
」
が
出
さ
れ
た
。
『
万
安
方
」
の
六
十
二
巻
の
中
、
三
十
一
～
三
十

八
が
婦
人
門
、
婦
人
の
諸
病
、
妊
娠
の
生
理
、
妊
娠
と
陰
陽
道
、
妊
娠

中
の
疾
病
、
そ
の
治
方
、
産
室
の
準
備
、
臨
月
予
備
の
薬
品
、
催
生
の

霊
符
、
異
常
妊
娠
、
産
後
の
疾
病
、
治
方
。
三
十
九
巻
は
小
児
編
で
、

断
膀
、
膀
帯
の
保
護
、
剃
髪
、
乳
母
の
選
定
。
宋
の
「
婦
人
大
全
良
方
」

二
二
三
七
年
）
が
僧
に
よ
り
持
ち
帰
ら
れ
た
の
に
な
ら
っ
た
と
思
わ
れ

づ
く
》
Ｏ

沐
浴
に
は
薬
品
、
香
木
、
珠
玉
を
入
れ
た
。
妊
娠
し
た
児
を
男
児
に

す
る
「
変
性
男
子
の
法
」
が
祈
祷
に
よ
り
試
み
ら
れ
た
。

産
後
の
摂
食
。
古
来
産
後
七
日
間
は
安
眠
さ
せ
ず
、
座
ら
せ
て
い
た

が
、
性
全
は
こ
れ
を
大
害
と
。
禁
食
に
は
多
く
の
果
物
や
魚
類
が
、
ま

た
好
物
に
も
果
物
、
野
菜
、
魚
、
烏
や
獣
の
肉
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

身
体
を
冷
や
す
も
の
が
禁
食
の
方
に
多
い
よ
う
だ
。

胎
教
と
し
て
、
禁
食
が
い
ろ
い
ろ
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
兎
の
肉
を
食

す
と
、
欠
唇
、
羊
の
肝
を
食
べ
る
と
子
に
厄
が
多
い
、
ろ
ば
の
肉
を
食

べ
る
と
延
月
難
産
に
な
る
な
ど
。

「
産
所
は
移
転
」
「
腹
帯
の
儀
」
は
五
ヶ
月
に
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、

「
戌
」
の
日
に
も
定
め
ず
、
「
酉
」
「
子
」
の
曰
が
多
か
っ
た
。
一
二
三
○

年
、
北
条
泰
時
の
頃
か
ら
「
戌
」
の
日
と
さ
れ
た
。
臨
産
時
に
は
「
鳴

弦
・
蟇
目
」
弓
を
用
意
（
武
家
）

７
、
室
町
時
代
（
’
三
三
四
～
’
五
六
八
）

中
国
（
明
）
に
留
学
し
た
も
の
が
多
く
、
竹
田
昌
慶
、
坂
浄
運
、
田
代

三
喜
、
和
気
明
親
、
吉
田
宗
桂
、
金
弘
重
弘
ら
。
医
書
と
し
て
は
『
福

田
方
」
（
一
三
六
二
～
六
七
）
有
隣
（
僧
）
に
よ
る
十
二
巻
が
あ
る
が
、

新
し
い
内
容
は
な
い
。
初
の
産
婦
人
科
医
叩
安
芸
守
定
、
一
三
五
八
年

に
足
利
義
満
の
誕
生
の
際
の
侍
医
と
し
て
仕
え
、
後
、
宮
中
に
も
。
医

書
「
撰
聚
婦
人
方
」
三
巻
、
南
条
宗
鑑
に
よ
る
処
方
録
。
上
巻
、
月
経
、

妊
娠
婦
人
諸
病
編
。
中
巻
、
妊
娠
中
傷
碍
、
四
十
五
編
。
下
巻
、
臨
産

及
産
後
諸
症
六
十
六
編
。
本
書
が
最
古
と
さ
れ
て
い
る
が
、
金
沢
文
庫

所
蔵
の
鎌
倉
末
期
『
産
生
類
聚
抄
」
二
巻
の
方
が
こ
れ
よ
り
以
前
の
も

の
か
も
し
れ
な
い
。

８
、
織
田
・
豊
臣
時
代
二
五
六
八
～
’
六
一
五
）

室
町
末
期
に
田
代
三
喜
が
明
よ
り
李
朱
医
学
を
も
た
ら
し
、
曲
直
瀬

道
三
が
こ
の
説
に
従
い
、
一
五
七
一
年
に
「
啓
迪
集
」
八
巻
を
著
す
。

こ
の
第
七
巻
が
婦
人
門
で
、
胎
前
、
産
後
の
二
編
、
助
産
に
つ
い
て
ふ

れ
て
い
る
が
、
特
色
は
な
い
。
産
科
専
門
医
書
と
し
て
は
「
中
条
流
産

科
全
書
」
一
六
六
八
年
、
村
山
林
益
出
版
。
膣
内
に
薬
品
挿
入
、
膣
座

薬
、
タ
ン
ポ
ン
の
始
ま
り
。
堕
胎
と
間
違
わ
れ
た
も
よ
う
。

９
、
徳
川
時
代
（
’
六
一
五
～
’
八
六
八
）

［
前
期
］
香
月
牛
山
「
婦
人
寿
草
』
（
儒
医
）
上
中
下
六
巻
、
取
上
婆
の
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は
じ
ま
り
、
職
業
化
。

［
中
期
］
古
医
方
が
再
び
力
を
取
り
戻
す
。

賀
川
子
玄
『
産
論
』
鉄
鈎
の
発
明
。
胎
位
に
つ
い
て
の
正
諭
。
腹
帯

無
効
有
害
説
。
産
後
七
日
間
の
脆
坐
に
反
対
。
娩
出
術
の
発
明
、
回
生

術
、
穿
顔
術
。
こ
れ
ら
は
一
子
相
伝
で
、
秘
伝
と
さ
れ
た
。

職
業
産
婆
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
徳
川
前
期
で
あ
る
が
、
産
婆
の
語

源
は
支
那
。
一
七
六
五
年
賀
川
玄
悦
の
『
産
論
』
に
記
載
あ
り
。

腹
帯
論
”
有
害
・
無
害
両
説
あ
り
。
折
衷
論
、
改
良
論
あ
り
。

当
時
の
産
科
害
も
多
く
、
『
無
難
産
安
生
論
」
や
「
産
論
」
「
産
論
翼
」

『
産
育
編
」
な
ど
。

［
後
期
］
古
医
方
が
盛
ん
に
な
り
、
後
世
派
は
不
振
。
オ
ラ
ン
ダ
医
学

の
輸
入
。
一
八
二
五
年
シ
ー
ボ
ル
ト
が
長
崎
に
来
住
。
産
科
は
賀
川
家

及
び
そ
の
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
い
よ
い
よ
盛
ん
。

賀
川
満
定
に
女
医
博
士
の
辞
令
。
鉄
鈎
を
改
良
。
賀
川
藺
斎
、
人
工

流
産
の
記
載
。
「
産
科
秘
要
奥
術
弁
」
（
産
科
免
許
秘
録
）
「
堕
胎
の
術
」
（
牛

膝
（
ゴ
シ
ッ
）
イ
ノ
コ
ッ
チ
の
根
）
の
根
を
用
い
る
（
ラ
ミ
ナ
リ
ァ
あ
る
い

は
ブ
ジ
ー
と
似
る
）
。

片
倉
元
周
『
産
科
発
蒙
」
オ
ラ
ン
ダ
医
学
導
入
。
徽
毒
、
ラ
イ
も
治

療
。

奥
劣
斎
、
多
く
の
著
書
あ
り
。
名
文
。
「
母
子
両
全
の
術
」
『
発
啼
術
』

蛭
田
克
明
、
名
医
な
る
も
著
書
な
く
、
口
伝
の
み
。

立
野
竜
貞
、
産
科
機
械
を
考
案
し
、
子
宮
口
切
開
「
割
宮
術
」
『
産
科

新
論
」
三
巻
、
一
八
一
九
。

水
原
三
折
、
探
頷
器
一
八
三
五
年
考
案
。
オ
ラ
ン
ダ
、
ウ
ィ
ン
ケ
ル

産
科
全
書
に
紹
介
さ
れ
る
。
『
産
育
全
書
」
十
一
巻
、
破
膜
器
、
カ
テ
ー

テ
ル
な
ど
発
明
。

難
波
本
立
、
『
胎
産
新
書
」
一
八
四
四
年
。

平
野
重
誠
、
『
坐
婆
必
研
」
「
と
り
あ
げ
婆
心
得
草
』
二
冊
、
一
八
三

○
年
。
始
め
て
の
助
産
婦
の
本
。

賀
川
南
竜
、
『
南
陽
館
一
家
言
』
解
剖
図
。

伊
古
田
純
道
、
帝
王
切
開
元
祖
、
一
八
五
二
年
。

足
立
無
涯
、
オ
ラ
ン
ダ
流
産
科
開
業
の
祖
。

高
井
伴
寛
、
「
淫
事
養
生
戒
」
一
八
一
五
年
、
妊
娠
中
。

羽
佐
問
宗
玄
、
『
老
婆
心
害
」
腹
帯
強
く
は
禁
。

松
本
義
篤
、
「
養
生
訓
付
録
』
貝
原
益
軒
に
追
加
。

華
岡
青
洲
「
産
科
蛸
言
」
。

美
馬
順
三
、
賀
川
子
玄
『
産
論
」
を
オ
ラ
ン
ダ
訳
し
、
ド
イ
ツ
産
科

雑
誌
に
紹
介
（
シ
ー
ボ
ル
ト
）
。

神
田
実
甫
、
『
蘭
学
実
験
』
一
八
四
六
年
、
外
妊
の
記
載
。

稲
葉
蚕
水
、
『
復
古
明
試
録
」
一
八
○
三
年
、
妊
娠
と
脚
気
。

蛆
、
む
す
び

以
上
、
駆
け
足
で
、
神
代
か
ら
徳
川
時
代
ま
で
の
主
と
し
て
産
科
の

記
述
に
つ
い
て
触
れ
て
き
た
が
、
「
女
性
の
病
の
社
会
史
」
と
い
う
頂

い
た
テ
ー
マ
か
ら
は
大
分
離
れ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
女
性
は
生
む
性
に
違
い
な
い
が
、
女
性
の
病
は
産
科
だ

け
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
も
っ
と
広
い
視
野
に
立
っ

た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
は
ず
な
の
だ
が
、
今
回
得
ら
れ
た
資
料
か
ら
は

残
念
な
が
ら
、
そ
れ
は
叶
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
近
代
に
な
っ
て
、
女
性
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が
社
会
に
進
出
し
て
か
ら
の
病
に
は
、
結
核
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
以

前
か
ら
梅
毒
そ
の
他
の
性
感
染
症
な
ど
、
女
性
史
の
立
場
か
ら
も
研
究

さ
れ
て
よ
い
テ
ー
マ
で
あ
ろ
う
。

（
平
成
十
一
年
九
月
例
会
）
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『
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医
学
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源
」

文
献
学
的
中
立
性
と
い
う
主
張
が
あ
る
。
原
典
に
忠
実
に
（
し
か
し
な

が
ら
原
典
の
何
に
対
し
て
忠
実
な
の
か
？
）
読
み
を
進
め
、
十
九
世
紀
以
来

お
な
じ
み
の
実
証
性
に
よ
っ
て
論
を
構
築
し
て
導
い
た
結
論
だ
か
ら
、

偏
り
の
な
い
客
観
的
な
も
の
で
、
そ
こ
に
は
誤
り
が
な
い
、
と
い
う
の

だ
。
同
じ
よ
う
な
主
張
に
、
科
学
的
客
観
性
と
い
っ
た
も
の
も
あ
る
。

科
学
の
手
法
で
解
析
し
た
の
で
、
そ
こ
に
導
か
れ
た
結
論
は
、
誰
か
ら

み
て
も
正
し
く
、
客
観
的
で
あ
る
、
と
い
う
わ
け
だ
。

前
者
の
立
場
か
ら
記
述
さ
れ
た
論
文
の
多
く
は
、
そ
の
年
代
や
性
質
、

著
者
な
ど
に
つ
い
て
確
定
で
き
た
い
く
つ
か
の
（
し
た
が
っ
て
部
分
に
す

ぎ
な
い
）
文
献
か
ら
、
他
の
何
も
確
定
で
き
て
い
な
い
文
献
の
年
代
そ

の
他
も
確
定
し
て
し
ま
う
誤
り
に
お
ち
い
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
一

方
、
後
者
は
科
学
の
仮
説
主
義
を
ど
こ
か
で
誤
解
し
て
い
る
。
科
学
が
、

部
分
を
明
ら
か
に
す
る
方
法
論
で
あ
っ
て
、
有
機
的
全
体
を
解
析
す
る

方
法
で
は
な
い
こ
と
に
、
気
づ
い
て
い
な
い
場
合
も
多
い
。

本
書
の
第
一
の
勁
さ
は
、
こ
う
し
た
一
見
も
つ
と
も
ら
し
い
中
立
性

や
客
観
性
の
主
張
か
ら
、
き
っ
ぱ
り
と
訣
別
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

全
書
を
通
じ
て
貫
か
れ
て
い
る
作
業
仮
説
の
適
用
と
検
証
、
そ
の
結
果

必
須
と
な
る
修
正
仮
説
の
構
築
、
再
び
の
適
用
と
検
証
、
更
な
る
修
正

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
の
連
続
は
、
客
観
主
義
の
ド
グ
マ
に
お
ち
い
ら
な
い
、


